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新
宮
高
校
の
跡
地
利
用
に
よ

る
新
宮
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

旧
新
宮
高
校
跡
地
周
辺
は
、
新

宮
地
区
の
活
性
化
に
は
重
要
な
場
所

で
あ
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

形
成
に
配
慮
し
た
利
活
用
を
県
に
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
長
自
ら
利

活
用
方
針
の
早
期
決
定
と
社
会
基
盤

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
早
期
位
置
付

け
を
知
事
に
再
度
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
は
、
栗
栖
川
の
改
修

等
の
関
連
事
業
を
含
め
、
国
や
県
と

連
携
を
と
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

龍
野
新
大
橋
の
渋
滞
緩
和
に

つ
い
て楠

議
員
ご
提
案
の
と
お
り
、
路

肩
幅
員
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
右
折

車
線
を
設
置
す
る
案
で
一
昨
年
度
か
ら

公
安
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
、
令
和

３
年
度
に
県
に
よ
り
右
折
車
線
設
置

工
事
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

宮
内
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
揖
龍
南
北
幹
線
道
路
と
の
調
整

本
市
の
カ
キ
の
生
産
量
は
年 

々
増
加
し
て
い
る
が
、
消
費
さ
れ
た

カ
キ
殻
が
ど
の
よ
う
に
再
利
用
さ
れ

て
い
る
か
関
心
を
持
っ
た
。
他
県
で

は
、
カ
キ
殻
を
メ
ッ
シ
ュ
パ
イ
プ
に

充
填
し
た
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
と
い

う
構
造
物
を
磯
焼
け
し
た
海
底
に
設

置
し
、
甲
殻
類
や
稚
魚
な
ど
の
隠
れ

家
に
。
ま
た
、
地
元
の
企
業
が
肥
料

に
再
生
し
、
Ｊ
Ａ
が
近
隣
市
町
の
農

家
や
果
樹
園
で
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
水
生
生
物
も
多
く
生
息
す

る
豊
か
な
水
田
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。
御
津
地
域
で
は
、

ど
の
よ
う
に
再
利
用
し
て
い
る
の

か
。

兵
庫
県
の
認
証
食
品
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
本
市
の
カ
キ
は
京

阪
神
や
関
東
方
面
ま
で
流
通
し
て
お

り
、
生
産
量
も
増
加
し
て
い
る
。
令

和
元
年
度
の
カ
キ
殻
の
処
分
量
は
、

約
１
，１
８
０
ｔ
で
あ
り
、
産
業
廃

棄
物
処
理
業
者
を
通
し
て
搬
出
し
、

が
必
要
な
こ
と
か
ら
山
口
県
会
議
員

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

大
鳥
踏
切
以
北
に
つ
い
て
は
、

市
長
自
ら
も
県
知
事
へ
要
望
し
早
期

事
業
化
が
決
定
し
た
も
の
で
、
来
年

度
に
宮
内
川
改
修
の
実
施
設
計
を
予

定
し
て
い
る
。

新
宮
町
砂
子
の
国
道
179
号
の

歩
道
工
事
に
つ
い
て

議
員
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
継
続
し
て
県
に
要
望
し
て
き
た

結
果
、
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

た
つ
の
消
防
署
光
都
分
署
の

救
急
車
の
更
新
に
つ
い
て

光
都
分
署
の
救
急
車
両
は
、
平

成
22
年
に
配
備
さ
れ
、
配
備
後
10
年

を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
令
和
３
年

度
に
更
新
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
加
工
業
者
に
よ
り
肥
料
化

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
全
国
の
カ
キ

生
産
地
に
お
い
て
は
、
漁
礁
や
果
樹

園
の
肥
料
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
と
機

能
別
消
防
団
に
つ
い
て

３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
が
、
あ
れ

か
ら
も
大
き
な
地
震
や
風
水
害
が

続
く
中
、
少
年
期
よ
り
防
火
・
防

災
に
関
心
を
持
つ
人
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

現
在
、
「
た
つ
の
・
太
子
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
」
が
組
織
さ
れ
活
動
し

て
い
る
。
当
該
ク
ラ
ブ
は
、
西
は
り

ま
消
防
組
合
各
署
に
お
い
て
防
火
・

防
災
の
思
想
の
普
及
、
地
域
防
災

の
担
い
手
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

「
機
能
別
消
防
団
」
に
お
い
て
は
、

本
市
と
連
携
し
た
企
業
で
５
名
の
団

員
を
任
命
し
た
。

楠　明廣 議員

横田　勉 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
山
城
か
ら
伝
統
的
建
造
物
群
一
帯

を
取
り
入
れ
た
観
光
活
性
化
策
に

つ
い
て

●
企
業
誘
致
へ
の
取
組
状
況
及
び
専

門
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

●
庁
舎
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

Q&A 新宮高校跡地のコンパクトシティ化について

Q&A カキ養殖から排出されるカキ殻の再利用について
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